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『マッチ売りの少女』

幸せな幻想、辛い現実、どちらを生きる？ーー
これは、近未来日本を舞台にした、
全く新しい、現代版「マッチ売りの少女」

〈企画概要〉

日本経済が崩壊、東京がディストピアと化した202×年、
新型の薬物、通称「マッチ」が現れた。

その煙を吸えば、

望んだ理想を夢の中で、
まるで現実のようにみることができる。

人体への害は、まったくない。
故にマッチは…史上最強の麻薬。

かつてマッチの売人、
通称「マッチ売りの少女」だった光は、

超法規的権限を与えられた警視庁麻薬捜査班に所属し、
大物マッチブローカー「アンデルセン」との死闘を、
今、繰り広げようとしていた。



①現代のマッチ売りの少女は、夢を見ない

この物語の主人公・光は、現代に蘇ったマッチ売りの少女。
彼女は肉体の痛覚を持たない。故に、強い。
童話の物語のように、彼女は静かにマッチに火を灯し、夢の中で死
ぬような事はしない。夢という幻想の中に逃げ込まず、地獄のよう
な現実に身を投じて闘う。
そんな次世代の不屈の女性ヒーロー像を描く。

②マッチとは、人に望んだ夢を見せる薬

それは現実と見紛うようなリアルな夢。しかもマッチの成分は人体
に何ら害がない。それ故、マッチは史上最強の麻薬として、世界中を
瞬く間に席捲した。

マッチがもたらす唯一の副作用、それは人が自らの意思で、夢の世
界に生きる事を望んでしまう事。

マッチは、「辛い現実と幸せな夢（幻想）、どちらを生きるのが幸せ
か？」という、究極の問いを内包する。

そんな架空の麻薬の存在を軸に、普遍的で重厚なテーマ、人間ドラ
マに、真正面から切り込む。

③現実と地続きの、近未来日本の世界観

物語の舞台は、経済が崩壊し、治安が急速に悪化、麻薬マッチが蔓
延したもう一つの日本。

架空の世界だが、没落へ向かう現代日本と地続きな未来、現代に通
じる問題を描くことで、今を生きる若者が目を離せない、骨太のエ
ンターテインメントにすることが可能。

企画のポイント



光（12、23）
警視庁麻薬対策班 特別潜入捜査官
元麻薬マッチの売人 通称「マッチ売りの少女」。とある理由で肉体の痛覚を失っ
た身寄りのない孤独な存在。痛覚がない事を活かした類まれな戦闘力を持ち、
マッチの存在を憎み、この世界からマッチを撲滅させるために麻薬取締の為の
潜入捜査官として、世界最大のマッチ密売組織、通称アンデルセンに潜入する。
マッチによる幻想（夢）の中で生きる事を、忌み嫌っている。

主要登場人物

蒼（14・25）
光と共に幼い頃はマッチを売り捌いていた。光は初恋の相手。
光と生き別れた後に、マッチの世界的な密売組織「アンデルセン」に所属。
頭の回転が早く、組織内でも当確を表し、若くして幹部の地位に上り詰める。
成人後、「アンデルセン」に潜入してきた光と出会い、再び恋に落ちる。
幸せな幻想の中で生きることを、悪い事だとは思っていない。

ハンス（52）
麻薬組織「アンデルセン」のリーダー。麻薬マッチの開発者でもある。
本当は光の実の父親だが、マッチ規制のきっかけとなった集団自殺テロ事
件の首謀者の一人と目され、光と生き別れてしまった過去がある。
その後、麻薬マッチの製造開発、販路拡大に取り組み、世界最大の麻薬密売
組織「アンデルセン」を生み出す。

前田美咲（47）
国連麻薬取締事務局（ＵＮＤＯＣ）の事務総長。実態はアンデルセン組織の
活動を泳がせ、世界中の麻薬組織を席捲させた後、一気にその勢力を乗っ
取って、マッチ利権獲得を狙う巨悪の存在。
過去に起こったマッチ集団自殺テロ事件とも関りがある。

中村紀子（５０）
幼い頃の光と蒼、また他の身寄りのない子ども達の面倒を見る母親代わりの
存在。しかし実態は、子どもたちをマッチの売人として働かせ、生活の糧を得
ていた。警察の目を逃れるためなら、女子の体を男に売ることも辞さない。
マッチを頻繁に吸い、亡くした娘と息子のことを思い出している。

境田詩織（４０・５１）
警視庁麻薬捜査班所属。光の直辱の上司。アンデルセンを追う捜査班のリー
ダー。義憤に燃える性格。光が蒼や中村と別れた後、育ての親として光を引き
取って支える。
光に警察官の道を示した大きな存在。光のたっての希望を受け、麻薬捜査班
への配属をしぶしぶ承諾する。



マッチ売りの少女 全体構成

第１話：マッチ 
2024年の日本。経済が崩壊し治安が急速に悪化した東京では、新型の麻薬、通称「マッチ」が蔓延

していた。マッチは人に望んだ夢を見せる、副作用のない薬物。瞬く間にマッチは世界中に蔓延し、

夢の中で生きるしかない人々を増殖させ、世界はその形を大きく変えていた。 

主人公の光（12）はマッチ売りの少女として、麻薬マッチの密売で生計を立てる少女。身寄りのな

い複数の孤児を売人として囲い、一緒に暮らす中村紀子（50）というマッチブローカーの女を母親

代わりに、貧しく厳しい暮らしを送る日々。物心ついた頃から、なぜか肉体の痛覚を持たない光は、

痛みを知らない事で、周りの人間から孤立した存在だった。だが光に淡い想いを寄せ、心を通わせる

蒼（14）や幼い兄弟たちの存在に、光はささやかな幸せを感じていた。 

しかし、そんな暮らしを、台頭する新たな麻薬密売組織「アンデルセン」が脅かす。光達は組織の抗

争に巻き込まれてしまう。蒼は光を守って命を落とし、母親代わりの中村も死ぬ。マッチに深い憎し

みを抱いた光は警察の境田詩織（40）に保護される。それから11年後の2035年、光は警察の麻薬取

締班に所属する潜入捜査官になって、マッチと闘っていた……。 

第2話：再会 
マッチ撲滅の為、捜査官になった光（23）は、ついにアンデルセンへの潜入に成功する。そこで光

は、死んだと思っていた蒼（25）と再会を果たす。蒼は組織の一員となり、幹部にまでのし上がっ

ていた。同時に蒼は、幼い頃とは別人に変わってしまっていた。人の痛みを顧みず、その冷徹さで恐

れられ、光の事を覚えている素振りもない。蒼は過酷な仕事を新参者の光に与える。だが光は、その

高い能力で仕事をこなし、徐々に組織内部に食い込んでいく。

組織から与えられたタワマンの住居。ある日、そこを訪れた蒼は光に、自分はもう昔の事は忘れ、違

う人間になってしまった事、光を組織の中で、自分と同じような目に合わせたくないと思っている事

を伝える。蒼は光のことを覚えていた。「だから俺はお前を認めない、俺とも二度と会わずに生き

ろ」。蒼の想いに心が揺れる光。

そんな折、光は警視上層部に、アンデルセンと通じている人物がいる事を知る。その内通者が、アン

デルセン組織を守っていたのだ。正体がばれるリスクを冒しながら、何とか内通者の特定に成功した

光は、おとり捜査を実行。大型の取引現場を抑え、内通者とアンデルセン幹部の逮捕に成功する。だ

がその過程で、光は逮捕寸前だった蒼をあえて逃がしていた。光も蒼を救いたかったのだ。

光の想いと裏腹に、逮捕された幹部に代わり、日本支部トップの座に抜擢される蒼。また境田は、自

ら新たな警察の『内通者』となり、アンデルセン側と通じる危険な賭けにでる。

蒼に呼び出された光は、今回の取引失敗の陰に『裏切者』がいる事を伝えられ、自分の傍にいるつも

りがあるなら、一緒に裏切者を探して欲しいと持ち掛けられる。



第3話：アンデルセン 
蒼はアンデルセン日本支部のトップとして順調に成果を出していく。光も蒼の右腕として活躍。そう

して蒼達は、以前から敵対していた日本市場最大のマッチ取引量を誇るヤクザ「山岡組」を完全に呑

み込み始める。そんな中、光は蒼の計らいで、アンデルセン組織のトップ、ハンスとの接触に成功す

る。そこで光はマッチがなぜ生まれたのかを知る。マッチはかつて医師で脳腫瘍の研究者だったハン

ス自身が偶然開発した薬物だった。彼は脳の病に侵された自身の子供を救うため、薬の開発に従事

し、マッチを生み出したという。マッチの夢を見る効果は予期しないものだったが、その効果故に、

瞬く間にマッチは世界に普及していった。 

蒼は山岡組のシマを完全に乗っ取る大規模な取引に着手する。内通者としてふるまう境田はその情報

を入手、その機に乗じ、アンデルセンを壊滅させようと過去最大規模の摘発準備を進める。蒼と境田

の間で揺れる光。そんな折、蒼は光に愛の告白をする。昔と同じように、これからもずっと傍にいて

くれないかと迫る蒼。 

かつて日本では、マッチ規制の発端にもなった、マッチを利用した大規模な爆破テロ事件が発生して

いた。その事件に巻き込まれ、両親を失っていた蒼。自分の両親を殺したマッチを売っていかざるを

得なかった苦難の中、蒼は光と出会い、救われたと感じていた。彼の孤独と自身への想いを知った光

は、ついに蒼と結ばれる。しかし何も感じる事がない自身の体に、逆に孤独を深めていく。 

 

第4話：運命の取引 
ついに山岡組との大規模な取引当日を迎える面々。だが実はその取引そのものが蒼の仕掛けた裏切り

者をあぶり出すブラフだった。山岡組の幹部は警察に次々逮捕されるが、アンデルセンは無傷。全て

は蒼が仕掛けた作戦通りの展開になる。 

そして蒼はその過程で、光が裏切者だという、最も信じたくなかった可能性にたどり着いてしまう。

蒼に拘束される光は、日本国内にあるアンデルセンの秘密のマッチ製造工場内で捕らわれる。蒼は裏

切者の光を問い詰め、組織の為に殺そうと試みるができない。組織内の誰にも真実を伝えられず、一

人葛藤する。 

そんな折、光の体内深くに埋め込まれていた発信機の信号を頼りに、境田は光を救うためマッチ製造

工場を機動隊員で急襲。アンデルセン国内最重要拠点の摘発に成功する。だがあと一歩の所で光を救

えず、蒼と光、アンデルセンなど主要人物は工場を脱出し、警察の手を逃れる。 

 

第5話：UNDOC（国際薬物犯罪事務所） 
製造工場内にあった情報から、アンデルセン日本国内拠点を一斉摘発する、さらなる計画を上層部に

申請する境田。彼女は一刻も早く光を救いたかった。アンデルセンの国内組織壊滅も現実のものとし

て見えてくる。だがその計画は、国連薬物犯罪事務所（UNDOC）の指示で突然凍結される。 

上層部と掛け合う境田に明かされる真実。実はUNDOCはアンデルセンを長年に渡って世界中で泳が

せていた。汚い仕事を彼らにやらせ、世界の麻薬市場を席捲させた跡、一気に彼らの力を奪い、管理



しようとしていたのだ。それはG２０が主導する、世界中でマッチを非合法化した後、その利益を独

占する為の壮大な計画の一つ。日本警察は全く手を出せなくなってしまう。UNDOCの企みを知り、

自分達の捜査がマッチ撲滅に繋がらない事で愕然とする境田。 

そんな中、何とか光だけでも救おうと、単身、アンデルセン組織に接触した境田は逆に拘束されてし

まう。境田は光を救うため、裏切り者は自分だと告白。同時にUNDOCの企みを蒼達に伝え、自分の

利用価値を訴える。蒼は冷静に状況を判断し、これからUNDOC側の情報を入手するため境田を解放

するが、境田はその動きを察知したUNDOC側の策略により殺害されてしまう。光は今の自分を形作

った最大の恩人を失う。アンデルセン組織が境田を殺したと思い、蒼と激しく対立する光。 

 

第6話：組織崩壊  
UNDOCのアンデルセン組織乗っ取り計画が始動する。世界中の警察や公安組織から、一斉に攻撃を

受けるアンデルセン。日本支部に身を潜めていたハンスを守るため、必死に抗う蒼。だが超法規的な

UNDOCの摘発作戦を前に、次第に追い詰められていく。 

その頃、境田の代わりに、潜入中の光を管轄する担当者として、UNDOC事務総長の前田美咲（47）

が直接、光にコンタクトをとってくる。 

前田はアンデルセンに殺された境田の弔いも兼ね、ハンスを直接逮捕する計画に光達捜査班を起用。

光を主軸としたハンス逮捕作戦が立案される。 

境田が殺された事で、高い士気の捜査班。だが、蒼からUNDOCの策略を聞いていた光は、前田に協

力するふりをしながら、逆にUNDOC側の真意を探ろうと動く。アンデルセン組織への生死を問わな

い、容赦のない取り締まりに次第に前田との対立を深めていく光。一方、蒼は崩壊していく組織に悩

みを深めていた。 

  

第7話：抹殺命令 
ハンスの逮捕計画の実行リーダーを務めることになる光。だが当初の計画に反し、作戦実行直前で

「組織のメンバー全員を確保せずに抹殺せよ」との指示がUNDOCから下される。前田はUNDOCが

アンデルセン組織を乗っ取り、権益を我が物にしようとする真実を知る面々を、皆殺しにしようとし

ていたのだ。その指示に抗う光。光は蒼に真相を打ち明けて協力し合い、逮捕作戦の最中、なんとか

蒼とハンスを逃がす事に成功する。だが日本のアンデルセン組織は壊滅的な被害を受け、蒼はその半

生をかけ築きあげたものを失う。 

また光は、アンデルセンメンバーの抹殺命令を拒んだ境田が、黒幕である前田の策略で殺害された事

実にたどり着き、何とかUNDOCの悪事を世間に暴こうと心に決める。 

蒼もまた、残された全ての力を使い、自らとアンデルセンを追い詰めたUNDOCへの復讐を決意す

る。光は蒼と共闘し、前田の元へ二重スパイとしてもぐりこむ。 

蒼は光に、「ただ幸せな夢を見たかっただけなのに、なぜこんな事になってしまうのか」と嘆く。今

の全てが夢で、また昔に戻れたらいいと話す蒼に、何も答えられない光。 



  

第８話：孤立 
壊滅したアンデルセンのアジトに残った情報の分析から、ハンスはじめその残党が、マッチ追悼式会

場の大規模爆破テロを計画していると、UNDOCが断定する。かつて世界中でマッチが麻薬として取

り締まられるきっかけとなった、3000人以上の犠牲者をもたらしたマッチを使った集団自殺テロ事

件。日本でのG20開催に合わせて予定されている、その追悼セレモニーが、ハンス達の最終目的だと

UNDOCは分析する。 

ハンスを、アンデルセン組織を壊滅させた世界への復讐を願う異常者だと結論づけた国連は、テロが

実行されれば、追悼式典に参加する数万人の命が奪われる可能性を示唆し、あらゆる手段で危険を排

除する事を決定。その決定に抗い、真相を探ろうとする光だが、光はついに前田の指示で捜査を外さ

れ、警察官の職も解かれてしまう。 

実はハンス達は、追悼式典の場でUNDOCの悪事を世界に暴こうとしていた。その為にハンスは長年

に渡って準備を重ねていたのだ。だが、その企みを察知した前田は、彼らをその場で抹殺し、大規模

なテロを未然に防いだヒーローとして、逆にUNDOCの存在を世界中にアピール、利権独占の根拠を

創ろうとしていた。各組織の思惑が交錯する中、ついに追悼式当日がやってくる。 

       

第9話：裏切り 
G20マッチ追悼式典会場に潜入した光と、ハンスと蒼を中心とするアンデルセンメンバー、彼らを抹

殺しようとするUNDOCの面々の死闘が、イベントが進行する中で繰り広げられる。 

その闘いの最中、一つの秘密が明らかになる。ハンスにはかつて脳の病に苦しむ一人娘がいた。彼女

を救うために開発された薬がマッチ。そしてその娘は、脳に大量のマッチ成分を投薬された事で、病

は根治したものの、マッチで夢見ることができなくなり、肉体の痛覚も失ってしまった。つまりハン

スの生き別れた娘は、光だったのだ。驚愕の事実に動揺する光。闘いが続く中、事前にハンス達の計

画を知っていた前田達UNDOCは、次第にアンデルセンの面々を追い詰めていく。 

実はUNDOCは、前田の計画で追悼式会場ごと吹き飛ばせる量の爆薬を、会場内に設置していた。そ

の爆発を未然に防いだヒーローに、自らがなる予定だったのだ。だが光の情報から、その可能性を事

前に察知していた蒼は、UNDOCの裏をかき、混乱の最中、爆薬の起爆装置の入手に成功する。蒼

は、UNDOCの悪事を明らかにすると共に、彼らがブラフのつもりで仕掛けた爆薬を実際に爆発さ

せ、その罪もUNDOCに背負わせて、理不尽な世の中全てに対する復讐を果たそうとしたのだ。 

前田には、かつての集団自殺テロ事件の計画を知りながら、それを意図的に泳がしていた過去があっ

た。マッチを麻薬として取締り、利権を独占する為、テロ計画を黙殺していたのだ。蒼の両親の死に

も前田は深く関わっていた。蒼の復讐行為を止めようとする光。だがそれを拒絶する蒼。 

 

第10話：最後の夢 
激化する追悼式典での闘い。ハンスの元の計画は、追悼を記念する聖火台に炎が点火された瞬間、場



内に仕掛けられた大量のマッチ成分が噴出し、UNDOC幹部と会場の数万人にマッチで夢を見せると

いうもの。その隙に、全世界に放映されるライブ中継映像をのっとり、UNDOCの過去の悪事を暴く

配信をする段取りだった。だが蒼は、数万人が夢の世界に入った瞬間、会場ごと爆破しようとする。 

UNDOCの猛攻を防ぎながら、何とか蒼を止めようとする光。だが止められない。 

闘いの最中、ハンスは光を守って瀕死の重傷を追う。ハンスは自身が生み出した夢を見れる薬が、

人々を苦しめる事になってしまった事を悔やむ。自分は娘を救いたいだけだった。そんな中マッチが

偶然生まれ、世界中に夢を与えられ、この世界をより良いものにできるチャンスだと自分は思った。

だがそこから多くの争いが生まれ、こんな事になってしまってすまないと光に謝るハンス。 

光は、死に行くハンスに語りかける。「私、やっとわかった。マッチが何のためにこの世に存在する

か。それは人が殺し合いをするためでも、憎しみ合うためでも、現実から逃れる為でもない。マッチ

は、この世界に光りを灯す為にある。そうでしょ、父さん」 

UNDOCの猛攻にさらされながら、光は蒼を止める為、一人銃弾飛び交う最中を突き進んでいく。痛

みを感じない光の体は、普通ならとうに死んでしまう重傷を負いながら、真っすぐ前に進んでいく。

ついに蒼と対峙する光。蒼はボロボロの光を見て、「やっぱり夢の方がましだ」と慟哭、一緒に楽に

なろうと爆弾を爆発させようとするが、それを止める光。光は蒼の全てを受け入れ、この先、何があ

っても一緒に現実を生きていこうと話す。 

光はUNDOCを退け、元々のハンスの計画を始動させる。会場に一斉に噴出するマッチ成分。全員が

夢を見る中、UNDOCの過去の悪事が世界中に配信されようとした瞬間、前田がその全てを隠蔽しよ

うと、爆薬の起爆装置にスイッチを入れる。始まる爆発のカウントダウン。会場の全員が夢を見て動

けない中、たった一人、マッチの抗体を持つ光だけが真っすぐ爆発物に向かい、起爆装置を止める。

爆発は阻止されたのだった。 

結局、世界中に明らかになるUNDOCの悪行。前田は全世界から糾弾され、マッチを合法化しろとい

う声も世界中から沸き起こる。一方、事件の重要参考人として世界中に指名手配される光と蒼。 

 

ーーとある世界の片隅。一人の貧しい女の子がマッチを売っている。その女の子はマッチで束の間の

夢を見る。ふと夢から覚めた女の子に近づく人影、それは光。光はマッチでどんな夢を見たのか、女

の子に尋ねる。「優しいママとパパと、温かいごはんを食べた」答える女の子に光は話す。 

「一緒にその夢を叶えよう？」光は女の子と手を繋いで歩き出す。傍には蒼の姿もある。3人が向か

う先には、光と蒼を迎える他の孤児たちが笑顔で手を振っている。 終 



 

                       

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女 

 

第
一
話 

                    



 

【
登
場
人
物
】 

 

光
（
１
２
・
２
３
）
：
警
視
庁
麻
薬
対
策
班 

特
別
潜
入
捜
査
官 

元
麻
薬
マ
ッ
チ
の
売
人
。 

蒼
（
１
４
・
２
５
）
麻
薬
組
織
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
幹
部
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

光
と
は
同
じ
環
境
で
育
つ
。 

 
 中

村
紀
子
（
５
０
）
：
ふ
た
り
の
育
て
の
親
。
血
縁
関
係
は
な
い
。 

 

境
田
詩
織
（
４
０
・
５
１
）
：
警
視
庁 

麻
薬
対
策
班
の
リ
ー
ダ
ー
。 

 

ハ
ン
ス
（
５
２
）
：
麻
薬
組
織
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
」
の
リ
ー
ダ
ー
。 

 
 
 
 
 
 
 
 

マ
ッ
チ
開
発
者
。 

 

前
田
美
咲
（
４
７
）
：
国
連
薬
物
犯
罪
事
務
所
（
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
）
事
務
総
長 

  

岡
田
警
部
（
５
０
）
：
歌
舞
伎
町
警
察
著 

警
部 

そ
の
他
、
警
官
、
デ
モ
隊
等
数
名
。 
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○
テ
ロ
ッ
プ
「
２
０
２
４
年

 

東
京
」 

 
 ○

新
宿
歌
舞
伎
町
（
夜
） 

一
面
の
雪
が
降
る
銀
世
界
の
中
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の

格
好
で
マ
ッ
チ
を
路
上
で
売
っ
て
い
る
光
（
１

２

）
。 

荒
廃
し
た
路
地
裏
。 

光
「
マ
ッ
チ
は
い
り
ま
せ
ん
か…

…

マ
ッ
チ
は
い
り

ま
せ
ん
か…

…

」 

マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
と
し
て
、
マ
ッ
チ
を
売
り

歩
く
光
。 

光
の
声
「
２
０
２
０
年
代
初
頭
、
こ
の
国
の
経
済
が

完
全
に
崩
壊
し
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
事
態
に

皆
が
よ
う
や
く
気
づ
い
た
頃
。
世
界
中
に
新
型
の

薬
物
、
通
称
マ
ッ
チ
が
突
然
現
れ
た
」 

周
囲
の
浮
浪
者
達
が
、
マ
ッ
チ
を
擦
っ
て
、
そ

の
煙
を
吸
っ
た
人
が
恍
惚
の
表
情
を
浮
か
べ
て

ぼ
ん
や
り
し
て
い
る
。 

光
の
声
「
マ
ッ
チ
は
、
吸
引
し
た
人
が
望
ん
だ
夢
を
、

ま
る
で
現
実
の
よ
う
に
見
せ
て
く
れ
る
。
ど
ん
な



 2 

願
い
も
、
瞬
時
に
夢
で
か
な
え
て
く
れ
る
薬
物
。

そ
れ
は
瞬
く
間
に
、
コ
カ
イ
ン
や
マ
リ
フ
ァ
ナ
を

し
の
ぐ
存
在
と
な
っ
て
い
っ
た…

…

」 

光
か
ら
ボ
ロ
ボ
ロ
の
紙
幣
で
マ
ッ
チ
を
買
う
浮

浪
者
の
男
。 

光
の
声
「
な
ぜ
な
ら
マ
ッ
チ
に
は
、
人
体
へ
の
害
が

全
く
な
か
っ
た
か
ら
。
マ
ッ
チ
と
は
ま
さ
に
、
人

類
が
手
に
し
た
夢
の
薬…

…

そ
し
て
、
史
上
最
高

の
麻
薬
」 

光
か
ら
マ
ッ
チ
を
買
っ
た
浮
浪
者
が
、
震
え
る

手
で
マ
ッ
チ
を
す
り
、
吸
引
す
る
。 

と
、
後
ろ
か
ら
パ
パ
！
と
突
然
子
供
が
抱
き
つ

い
て
く
る
。 

い
つ
の
間
に
か
目
前
の
ゴ
ミ
山
が
リ
ビ
ン
グ
に

変
わ
り
、
食
卓
に
は
湯
気
た
つ
食
事
と
エ
プ
ロ

ン
姿
の
女
性
。
男
の
姿
も
ス
ー
ツ
姿
に
変
わ
る
。 

笑
顔
で
食
事
に
手
を
つ
け
よ
う
と
す
る
瞬
間
、

子
供
が
ス
プ
ー
ン
で
パ
パ
を
殴
り
は
じ
め
る
。 

パ
パ
「
痛
い
な
、
や
め
ろ
っ
て
！
」 

笑
顔
で
殴
り
続
け
る
子
供
。 
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パ
パ
の
額
か
ら
は
血
が
溢
れ
出
す
。 

そ
れ
で
も
笑
い
続
け
る
パ
パ
。 

現
実
の
世
界
で
は
、
マ
ッ
チ
を
吸
う
浮
浪
者
を

他
の
浮
浪
者
達
が
、
金
品
を
奪
お
う
と
襲
っ
て

い
る
。 

身
ぐ
る
み
を
剥
が
れ
な
が
ら
、
血
ま
み
れ
で
笑

っ
て
い
る
男
。 

光
の
声
「
苦
し
い
現
実
か
ら
目
を
背
け
、
人
々
は
夢

の
中
に
生
き
る
よ
う
に
な
り
、
世
界
は…

…

急
速

に
荒
廃
し
た
」 

雪
で
凍
え
、
赤
く
か
じ
か
ん
だ
手
を
さ
す
る
光
。 

傍
ら
に
は
凍
っ
た
ホ
ー
ム
レ
ス
の
死
体
が
放
置

さ
れ
て
い
る
。 

死
体
の
目
を
、
手
で
閉
じ
よ
う
と
す
る
光
。 

固
ま
っ
て
い
て
動
か
な
い
。 

光
の
後
を
静
か
に
つ
け
て
き
た
二
人
組
の
若
い

男
。
一
人
が
光
に
声
を
か
け
る
。 

男
１
「
ど
こ
の
許
可
で
、
商
売
し
て
る
？
」 

男
が
光
に
詰
め
寄
り
、
胸
ぐ
ら
を
つ
か
ん
で
壁

に
押
し
つ
け
る
。 
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男
１
「
こ
い
つ
女
？
」 

服
を
剥
ぎ
取
ろ
う
と
し
た
瞬
間
、
光
の
胸
元
か

ら
マ
ッ
チ
の
束
が
落
ち
る
。 

男
２

「
（

束
を
見
て
）
お
い
、
こ
い
つ
中
村
の
バ
バ

ア
ん
と
こ
の
だ…

…

」 

男
１

「
（

無
視
し
て
）
俺
と
い
い
夢
見
よ
う
ぜ
？
」 

光
の
顔
を
な
で
ま
わ
す
男
。
押
さ
え
つ
け
ら
れ

な
が
ら
、
男
の
顔
に
つ
ば
を
は
く
光
。 

男
１
「
こ
い
つ
！
」 

光
に
殴
る
蹴
る
の
暴
行
を
始
め
る
。 

顔
面
を
腫
ら
し
、
口
か
ら
血
を
流
す
光
。 

だ
が
、
痛
み
を
感
じ
な
い
か
の
よ
う
に
、
全
く

動
じ
な
い
。
敵
意
を
持
っ
た
目
で
、
男
を
に
ら

み
続
け
る
光
。 

男
２
「
や
め
と
け
っ
て
、
バ
バ
ア
が
面
倒
だ…

…

」 

二
人
が
も
み
合
う
隙
に
、
ゴ
ミ
山
に
あ
っ
た
割

り
箸
を
冷
静
に
つ
か
む
光
。 

男
１
「
バ
レ
ね
え
よ
、
殺
し
ち
ま
え
ば
」 

光
に
抱
き
つ
き
、
突
然
動
き
を
止
め
る
男
。 

光
、
男
の
目
玉
に
割
り
箸
を
突
き
刺
し
て
い
る
。 
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男
１
「
ぎ
ゃ
ー
！
」 

絶
叫
し
、
の
た
う
ち
回
る
男
。 

男
２
「
！
」 

男
２
、
バ
タ
フ
ラ
イ
ナ
イ
フ
を
取
り
出
す
。 

何
度
か
振
り
回
す
。 

よ
け
き
れ
な
か
っ
た
刃
先
を
手
の
ひ
ら
で
マ
マ

受
け
止
め
る
光
。 

刃
は
手
の
ひ
ら
の
中
央
を
貫
通
。 

だ
が
全
く
動
じ
な
い
光
。 

手
に
刺
さ
っ
た
ま
ま
の
刃
を
拳
に
し
て
、
男
の

顔
面
に
振
り
か
ぶ
る
光
。 

男
の
頬
が
裂
か
れ
、
吹
き
出
る
血
。 

男
２
「
ひ
ょ
、
ひ
ょ
ま
え
、
ど
う
な
っ
て…

…

（
口

か
ら
空
気
が
漏
れ
て
い
る

）
」 

手
の
ひ
ら
か
ら
無
表
情
で
刃
を
引
き
抜
く
光
。

そ
の
ま
ま
振
り
か
ぶ
っ
て
、
男
に
ナ
イ
フ
を
投

げ
つ
け
る
。 

男
の
太
も
も
に
突
き
刺
さ
る
刃
。 

男
２
「
痛
っ
！
」 

警
官
の
声
「
何
し
て
る
！
」 
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も
み
合
う
様
子
を
見
か
け
た
警
官
二
人
が
、
遠

く
か
ら
駆
け
寄
っ
て
く
る
。 

逃
げ
だ
そ
う
と
す
る
光
。
だ
が
目
玉
を
刺
さ
れ

た
男
１
が
光
の
足
に
抱
き
つ
く
。 

男

1

「
許
さ
ね
え…

…

」 

バ
ン
！
突
如
、
鉄
パ
イ
プ
が
男
の
頭
に
振
り
下

ろ
さ
れ
る
。
気
を
失
う
男
。 

パ
イ
プ
を
振
り
下
ろ
し
た
の
は
、
目
の
前
に
立

つ
蒼
（
１
４

）
。 

蒼

「
（

光
に
）
逃
げ
る
ぞ
！
」 

う
な
ず
く
光
。
雪
の
上
に
転
が
っ
た
マ
ッ
チ
の

束
を
拾
い
、
倒
れ
た
男
の
胸
元
か
ら
、
金
と
マ

ッ
チ
を
奪
っ
て
、
走
り
始
め
る
。 

 
 

 
 

○
歌
舞
伎
町
・
別
の
路
地
裏
（
夜
） 

警
察
に
追
わ
れ
な
が
ら
、
路
地
裏
を
走
る
二
人
。 

無
線
で
緊
急
配
備
を
要
請
す
る
警
官
。 

蒼
「
こ
っ
ち…

…

い
や
、
こ
っ
ち
！
」 

子
供
し
か
通
れ
な
い
細
い
道
を
、
蒼
の
ナ
ビ
ゲ

ー
ト
で
縦
横
無
尽
に
駆
け
回
る
二
人
。 
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周
囲
に
響
き
始
め
る
パ
ト
カ
ー
の
サ
イ
レ
ン
。 

蒼

「
（

光
の
手
を
み
て
）
ま
た
や
っ
た…

…

ほ
ん
と

い
い
加
減…

…

わ
！
」 

目
の
前
に
警
官
。 

真
横
の
非
常
階
段
を
駆
け
上
が
る
二
人
。 

雑
居
ビ
ル
の
屋
上
に
出
る
。 

狭
い
雑
居
ビ
ル
群
を
、
ビ
ル
か
ら
ビ
ル
へ
と
飛

び
移
り
な
が
ら
走
る
二
人
。 

少
し
先
の
方
か
ら
群
衆
の
怒
号
が
聞
こ
え
る
。 

走
る
二
人
の
姿
越
し
に
、
す
さ
ん
で
荒
廃
し
た

新
宿
の
全
景
。 

 

○
新
宿
大
久
保
通
り
・
路
上
（
夜
） 

大
群
衆
が
垂
れ
幕
や
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
デ

モ
行
進
を
行
っ
て
い
る
。 

多
数
の
警
官
、
機
動
隊
が
周
囲
を
取
り
囲
む
。 

群
衆
の
声
「
夢
に
自
由
を
！

 

夢
に
自
由
を
！

 

マ

ッ
チ
の
違
法
化
は
や
め
ろ
！
」 

プ
ラ
カ
ー
ド
の
一
つ
に
『
規
制
は
ダ
メ
絶
対
！
』

と
書
い
て
あ
る
。 
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群
衆
の
声
「
Ｕ
Ｎ
Ｄ
Ｏ
Ｃ
の
い
い
な
り
は
や
め
ろ
！
」 

群
衆
の
声
「
国
民
か
ら
夢
ま
で
奪
う
気
か
！
？
」 

興
奮
し
た
人
々
が
叫
び
な
が
ら
歩
く
。 

群
衆
に
紛
れ
込
ん
で
警
官
達
の
目
を
す
り
抜
け

よ
う
と
す
る
光
と
蒼
。 

と
、
群
衆
の
一
組
が
、
機
動
隊
に
突
然
、
投
石

を
始
め
る
。 

周
り
の
人
々
が
そ
の
集
団
を
と
も
み
合
う
。 

男
の
声
「
こ
い
つ
ら
公
安
だ
！
」 

か
ま
わ
ず
石
を
投
げ
る
公
安
の
一
群
。 

 
 ○

警
視
庁
・
移
動
指
揮
車
内
（
夜
） 

モ
ニ
タ
ー
で
様
子
を
見
て
い
る
警
視
庁
の
境
田

詩
織
（
４
０
）
の
所
に
イ
ン
カ
ム
で
指
示
が
入

る
。 

部
下
の
声
「
群
衆
か
ら
投
石
が
、
ど
う
し
ま
す
？
」 

境
田
「…

…

制
圧
し
て
」 

 
 ○

同
・
新
宿
大
久
保
通
り
・
路
上
（
夜
） 

ボ
ン
ボ
ン
ボ
ン
、
連
発
す
る
発
射
音
。 
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催
涙
弾
数
十
発
が
一
斉
に
打
ち
込
ま
れ
る
。 

広
範
囲
で
連
続
爆
発
す
る
煙
幕
。 

パ
ニ
ッ
ク
で
逃
げ
ま
ど
う
デ
モ
の
群
衆
。 

機
動
隊
員
、
ガ
ス
マ
ス
ク
を
装
着
し
、
警
棒
を

持
っ
て
群
衆
に
割
り
込
ん
で
い
く
。 

振
り
か
ぶ
る
機
動
隊
。 

熾
烈
な
暴
力
。
制
圧
さ
れ
て
い
く
デ
モ
隊
。 

光
と
蒼
、
混
乱
に
乗
じ
て
、
隅
の
マ
ン
ホ
ー
ル

か
ら
地
下
に
逃
げ
込
ん
で
い
く
。 

路
上
に
転
が
る
『
夢
に
自
由
を
！
』
と
書
か
れ

た
プ
ラ
カ
ー
ド
に
、
飛
び
散
る
鮮
血
。 

機
動
隊
の
足
が
、
文
字
を
踏
み
に
じ
っ
て
い
く
。 

 
 ○

中
村
の
家
・
地
下
の
部
屋
・
キ
ッ
チ
ン 

ぐ
つ
ぐ
つ
煮
え
る
味
噌
汁
に
、
手
慣
れ
た
様
子

で
刻
ん
だ
ネ
ギ
を
入
れ
る
中
村
紀
子
（
５
０
）
。 

傍
ら
で
は
、
大
量
の
か
ら
揚
げ
を
光
が
揚
げ
て

い
る
。 

と
、
油
が
飛
び
散
り
光
の
手
に
つ
く
。 

中
村
「
や
け
ど
！
」 
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中
村
、
慌
て
て
光
の
手
を
取
り
、
水
膨
れ
に
流

し
で
水
を
か
け
る
。 

光
「…

…

痛
い
っ
て
、
ど
ん
な
感
じ
？
」 

中
村
、
棚
の
奥
か
ら
絆
創
膏
を
取
り
出
し
て
、 

中
村
「
何
度
も
言
っ
た
ろ
？

 

知
ら
な
い
方
が
幸
せ

だ
よ
」 

火
傷
の
後
に
貼
り
付
け
る
中
村
。 

中
村
「
人
生
な
ん
て
、
全
部
痛
み
」 

光
「…

…

」 

中
村
「
痛
く
な
い
の
は
、
夢
の
中
に
い
る
と
き
だ
け

さ
」 

光
「…

…

」 

中
村
「
あ
ん
た
は
生
ま
れ
な
が
ら
夢
ん
中
に
い
ら
れ

る
、
幸
せ
な
娘
だ
よ
」 

光
の
頭
を
く
し
ゃ
っ
と
激
し
く
な
で
る
中
村
。 

光
「…
…

」 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ 

食
卓
に
料
理
を
運
ぶ
中
村
と
光
。 

そ
の
周
囲
に
６
〰
７
名
の
子
供
達
が
並
ぶ
。 
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中
村
「
は
い
、
席
順
！
」 

帳
簿
を
見
な
が
ら
、
広
い
ダ
イ
ニ
ン
グ
テ
ー
ブ

ル
の
席
順
を
指
定
す
る
中
村
。 

中
村
「
光
、
ダ
ン
ト
ツ
。
次
は
、
蒼
、
ま
あ
ま
あ
。 

 
 

次
は
カ
ナ
、
そ
れ
と
ハ
ジ
メ…

…

」 

言
わ
れ
た
順
に
席
に
座
っ
て
い
く
ボ
ロ
ボ
ロ
の

格
好
を
し
た
子
供
達
。 

中
に
光
と
蒼
の
姿
も
あ
る
。
末
席
に
い
く
ほ
ど
、

幼
く
な
っ
て
い
く
。 

中
村
「
売
り
上
げ
ゼ
ロ
は
食
う
資
格
な
し
！

 

は
い
、

み
ん
な
座
っ
て
！
」 

席
に
着
く
面
々
。
光
や
蒼
な
ど
売
り
上
げ
上
位

の
席
に
は
、
ご
飯
に
味
噌
汁
、
唐
揚
げ
な
ど
が

モ
リ
モ
リ
並
ぶ
。 

下
位
に
行
く
ほ
ど
品
数
が
減
り
、
売
り
上
げ
ゼ

ロ
子
供
の
前
に
は
、
小
さ
な
お
に
ぎ
り
一
つ
。 

 

中
村
、
胸
元
で
手
を
合
わ
せ
お
祈
り
を
始
め
る
。 

中
村
「
天
に
ま
し
ま
す
我
ら
の
神
よ
、
御
名
を
あ
が

め
さ
せ
ま
え
、
御
心
が
天
に
か
な
う
ご
と
く
、
我

ら
に
糧
を
与
え
た
ま
え
。
ア
ー
メ
ン
」 
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全
員
「
ア
ー
メ
ン
！
」 

ガ
ツ
ガ
ツ
食
べ
始
め
る
子
供
達
。 

 
 

 

○
同
・
中
村
の
寝
室 

 
 

他
の
部
屋
に
比
べ
豪
華
で
快
適
そ
う
な
室
内
。 

フ
ォ
ー
ト
ナ
イ
ト
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
を
持
ち
、

マ
ッ
サ
ー
ジ
チ
ェ
ア
で
眠
っ
て
い
る
中
村
。 

幸
せ
そ
う
に
夢
を
見
て
い
る
。 

か
た
わ
ら
に
は
、
マ
ッ
チ
の
燃
え
か
す
が
あ
る
。 

寝
て
い
る
中
村
に
毛
布
を
か
け
る
光
。 

蒼
「
そ
ん
な
奴
に
も
、
や
さ
し
い
ん
だ
な
」 

光
「
母
親
だ
か
ら
」 

蒼
「…

…

俺
た
ち
を
路
上
か
ら
さ
ら
っ
た
、
誘
拐
犯

の
間
違
い
だ
ろ
？
」 

光
「…

…

い
な
か
っ
た
ら
、
私
は
死
ん
で
た
」 

蒼
「
ま
あ
、
な…

…

」 

光
「
私
、
嫌
い
じ
ゃ
な
い
よ
。
今
の
暮
ら
し
」 

蒼
「
嘘
だ
ろ…

…

」 

中
村
の
寝
言
「…

…

光…
…

蒼…
…

こ
っ
ち
お
い
で

…
…

（
笑
う

）
」 
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じ
っ
と
中
村
を
見
つ
め
る
蒼
。 

小
さ
い
お
む
す
び
を
二
つ
に
割
っ
て
口
に
放
る
。 

光
に
も
そ
の
片
割
れ
を
差
し
出
す
蒼
。 

光
も
お
む
す
び
を
頬
張
る
。 

 
 ○

同
・
リ
ビ
ン
グ 

光
と
蒼
の
分
の
食
事
を
、
他
の
幼
い
子
供
達
が

む
さ
ぼ
る
よ
う
に
分
け
合
い
食
べ
て
い
る
。 

 
 ○

同
・
寝
室 

他
の
子
供
達
が
雑
魚
寝
で
寝
て
い
る
中
、
二
人

だ
け
起
き
て
い
る
光
と
蒼
。 

蒼
、
光
の
傷
の
手
当
を
し
て
い
る
。
体
中
青
あ

ざ
だ
ら
け
の
光
。 

優
し
く
傷
口
の
ガ
ー
ゼ
を
取
り
替
え
る
。 

光
の
手
の
ひ
ら
の
傷
、
化
膿
し
て
膿
ん
で
い
る
。 

蒼
「
い
い
？
」 

光
、
う
な
ず
く
。 

蒼
、
光
の
傷
口
に
口
を
つ
け
膿
み
を
吸
い
出
す
。 

手
元
の
布
に
膿
み
を
吐
き
出
す
蒼
。 
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蒼
「
猿
の
親
子
み
た
い
？

 

俺
ら
」 

笑
う
光
。 

手
慣
れ
た
様
子
で
傷
口
に
消
毒
薬
も
塗
る
蒼
。 

蒼

「

い

い

よ

な

、

痛

み

を

感

じ

な

い

体…
…

」 

光
「
そ
ん
な
訳
な
い
」 

蒼
「…

…

」 

光
「…

…

そ
ん
な
訳
な
い
」 

う
つ
む
く
光
。 

蒼
、
突
然
、
光
の
頬
に
口
づ
け
す
る
。 

驚
く
光
。 

蒼
「
感
じ
な
い
？
」 

光

「
（

怪
訝
な
顔

）
」 

蒼
「
確
か
め
た
だ
け
！

 

お
休
み
！
」 

布
団
に
急
に
く
る
ま
り
、
向
こ
う
を
向
く
蒼
。 

光
「…

…

ま
た
や
っ
た
ら
殺
す
」 

寝
息
を
立
て
、
聞
こ
え
な
い
ふ
り
を
す
る
蒼
。 

蒼
を
に
ら
み
な
が
ら
、
少
し
表
情
を
崩
す
。 

×
 

 
×

 
 

×
 

幼
い
女
の
子
を
胸
に
抱
き
な
が
ら
、
眠
っ
て
い

る
光
。 
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 ○

歌
舞
伎
町
・
雑
居
ビ
ル
の
屋
上
（
早
朝
） 

靄
が
光
る
街
を
、
屋
上
の
縁
に
腰
掛
け
、
一
人

見
て
い
る
光
。 

蒼
が
そ
の
横
に
や
っ
て
く
る
。 

視
線
の
先
の
路
上
に
は
、
廃
人
の
よ
う
に
さ
ま

よ
う
ホ
ー
ム
レ
ス
達
の
姿
。 

 
 

蒼
「
あ
あ
は
、
な
り
た
く
な
い
よ
な…

…

」 

光
「
？
」 

蒼
「
光
は
、
や
り
た
い
事
と
か
、
夢
と
か
な
い
の
？
」 

光
「
特
に
な
い…

…

」 

蒼
「
つ
ま
ん
な
い
な
、
俺
は
あ
る
よ
」 

光
「
？
」 

蒼
「
向
こ
う
」 

遠
く
の
タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
を
指
す
蒼
。 

蒼
「
あ
の
最
上
階
で
、
街
を
見
下
ろ
す
金
持
ち
に
な

っ
て…

…

毎
日
、
マ
ッ
チ
を
吸
っ
て
、
最
高
の
夢

ん
中
で
暮
ら
す
の
」 

光
「
く
だ
ら
な
い…

…

」 

蒼
「
光
と
一
緒
に
ね
」 
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光
「…

…

（
蒼
を
見
る

）
」 

蒼
「
そ
の
時
は
、
一
緒
に
い
て
く
れ
る
だ
ろ
？

 

俺

と
、
兄
弟
た
ち
と
」 

蒼
、
光
の
手
を
無
理
や
り
つ
か
み
、
指
切
り
を

す
る
。 

光
「
夢
の
中
で
暮
ら
す
な
ら
、
結
局
、
あ
の
人
た
ち

と
同
じ…

…

」 

 
 

指
切
り
の
手
を
ほ
ど
く
光
。 

眼
下
の
ホ
ー
ム
レ
ス
た
ち
を
見
る
光
。 

蒼
「
全
然
違
う
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
光
は
、
痛
み
を
感
じ
な
い
か
ら
な…

…
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
俺
は
、
毎
日
痛
い
よ
、
死
に
そ
う
な
ぐ
ら
い
」 

言
い
切
っ
た
後
、
満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
去
っ

て
い
く
蒼
。 

光
「…

…

」 

 

○
中
村
の
家
・
中
村
の
寝
室 

部
屋
の
奥
。
壁
に
か
け
ら
れ
た
十
字
架
の
真
ん
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中
に
鍵
を
差
し
込
む
中
村
。
隠
し
扉
が
開
く
。 

扉
の
奥
に
は
、
五
畳
ほ
ど
の
小
部
屋
。 

大
量
の
マ
ッ
チ
の
山
と
現
金
が
あ
る
。 

マ
ッ
チ
の
束
を
並
ん
だ
子
供
達
に
渡
し
て
い
く

中
村
。 

 
 ○

地
下
道 

地
下
道
を
通
り
抜
け
、
マ
ン
ホ
ー
ル
か
ら
顔
を

出
し
、
街
に
散
っ
て
い
く
子
供
達
。 

 
 〇

歌
舞
伎
町
・
路
上 

街
行
く
人
々
に
マ
ッ
チ
を
売
る
子
供
達
。 

路
上
を
行
き
か
う
客
が
、
さ
り
げ
な
く
マ
ッ
チ

を
買
っ
て
い
く
。 

 

〇
中
村
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

和
気
あ
い
あ
い
と
楽
し
く
食
事
を
す
る
光
達
。 

中
村
も
世
話
を
や
き
、
ま
る
で
本
当
の
母
親
の

よ
う
に
ふ
る
ま
っ
て
い
る
。 

そ
ん
な
中
村
を
冷
静
な
目
で
見
て
い
る
蒼
。 
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だ
が
、
中
村
が
蒼
を
見
る
と
、
何
事
も
な
か
っ

た
よ
う
に
無
邪
気
な
笑
顔
を
見
せ
る
。 

 
 〇

歌
舞
伎
町
路
上
（
日
替
わ
り
） 

マ
ッ
チ
を
売
っ
て
い
る
光
。 

そ
こ
に
蒼
が
近
づ
い
て
く
る
。 

蒼
「…

…

変
だ…

…
」 

光
「
？
」 

蒼
「
町
の
様
子
が
お
か
し
い
」 

周
囲
を
見
渡
す
と
怪
し
い
男
性
の
人
影
が
二
人

に
近
づ
い
て
く
る
。 

無
言
で
路
地
の
方
に
早
歩
き
で
逃
げ
る
光
。 

蒼
「
マ
ッ
チ
を
！
」 

光
が
売
っ
て
い
た
マ
ッ
チ
の
束
を
受
け
取
る
蒼
。

つ
け
て
く
る
人
影
の
死
角
に
な
っ
た
瞬
間
、
傍

ら
の
ゴ
ミ
山
に
投
げ
捨
て
る
。 

と
目
の
前
の
道
路
を
立
ち
ふ
さ
が
る
よ
う
に
数

名
の
男
た
ち
が
現
れ
る
。 

男
た
ち
、
突
然
光
と
蒼
に
掴
み
か
か
る
。 

光
「
！
」 
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殴
り
か
か
ろ
う
と
す
る
光
に
目
で
合
図
し
、
抑

え
る
蒼
。 

男
た
ち
、
光
と
蒼
の
体
を
ま
さ
ぐ
る
。 

男
１
「
マ
ッ
チ
は
ど
こ
だ
！
」 

蒼
「
知
ら
な
い
！
」 

男
２
「
ど
こ
に
も
な
い
ぞ
！
」 

男
１
「
ど
こ
に
隠
し
た
？
」 

蒼
「
い
や
！

 

襲
わ
れ
る
！
」 

お
お
げ
さ
に
叫
ん
で
騒
ぐ
蒼
。 

蒼
「
こ
の
お
じ
さ
ん
達
が
、
僕
の
体
を
！
」 

大
泣
き
を
始
め
る
蒼
。 

周
囲
の
人
々
が
怪
訝
な
顔
で
み
る
。 

男
１
「
も
う
い
い
、
い
け
！
」 

大
泣
き
を
や
め
な
い
蒼
。 

男
た
ち
の
姿
が
視
界
か
ら
消
え
た
瞬
間
、
ピ
タ

リ
と
泣
き
止
む
。 

蒼
「
警
察
だ
な…

…

」 

光
「
他
の
子
が
！
」 

光
、
慌
て
て
助
け
に
走
り
出
そ
う
と
す
る
が
、

止
め
る
蒼
。 
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 〇

歌
舞
伎
町
・
別
の
一
角 

身
を
寄
せ
合
っ
て
歩
く
蒼
と
光
。 

通
り
過
ぎ
る
路
地
の
奥
で
、
仲
間
の
子
供
た
ち

が
、
同
じ
用
に
覆
面
の
警
官
に
囲
ま
れ
、
マ
ッ

チ
を
取
り
上
げ
ら
れ
、
次
々
補
導
さ
れ
て
い
る
。 

光
と
蒼
を
見
つ
け
、
助
け
を
乞
う
子
供
達
の
視

線
。
目
を
そ
ら
す
蒼
。 

光

「
（

小
声
で
）
助
け
な
い
の
！
？
」 

蒼
「…

…

今
は
無
理
」 

真
っ
す
ぐ
歩
い
て
い
く
二
人
。 

 
 〇

中
村
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

鏡
の
前
で
、
厚
化
粧
を
し
て
い
る
中
村
。 

中
村
「
あ
ー
い
や
ん
な
っ
ち
ゃ
う
ね…

…

」 

キ
ツ
キ
ツ
の
ス
ー
ツ
姿
の
中
村
。 

中
村
「
こ
ん
な
太
っ
た
か
ね…

…

」 

無
理
や
り
シ
ャ
ツ
を
ス
カ
ー
ト
に
突
っ
込
む
。 

そ
の
様
子
を
奥
か
ら
見
て
い
る
光
と
蒼
。 

中
村
「
光
、
今
日
は
一
緒
に
！
」 
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驚
く
光
。 

傍
ら
の
蒼
、
黙
っ
て
な
ず
く
。 

光
の
方
に
放
り
投
げ
ら
れ
る
学
校
の
制
服
。 

 
 〇

歌
舞
伎
町
・
路
上 

ス
ー
ツ
姿
の
中
村
と
、
制
服
ら
し
き
ブ
レ
ザ
ー

を
来
た
光
の
二
人
が
、
並
ん
で
路
上
を
歩
く
。

違
和
感
の
あ
る
姿
。 

 
 〇

警
察
署 

正
面
入
り
口
か
ら
入
っ
て
い
く
中
村
と
光
。 

 
 〇

同
・
家
庭
生
活
課
・
少
年
係 

奥
の
机
に
は
警
部
の
岡
田
（
５
０
）
が
い
て
、

他
の
警
官
と
話
し
込
ん
で
い
る
。 

中
村
、
カ
ウ
ン
タ
ー
前
に
つ
く
な
り
、
そ
の
場

で
土
下
座
。 

中
村
「
こ
の
度
は
私
の
子
供
達
が
、
大
変
申
し
訳
ご

ざ
い
ま
せ
ん
！
」 

泣
き
な
が
ら
、
頭
を
何
度
も
地
面
に
擦
り
つ
け
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る
。
あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
光
。 

中
村

「
（

光
に
）
ほ
ら
！

 

あ
ん
た
も
！
」 

無
理
や
り
土
下
座
を
さ
せ
ら
れ
る
光
。 

そ
の
様
子
を
ち
ら
り
と
見
る
岡
田
。 

境
田
も
遠
く
の
物
陰
か
ら
様
子
を
見
て
い
る
。 

 
 〇

同
・
取
調
室 

境
田
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
中
村
。 

そ
の
横
に
岡
田
も
座
っ
て
い
る
。 

境
田
「
あ
な
た
が
育
て
て
い
る
子
供
達
５
名
を
補
導

し
ま
し
た
。
マ
ッ
チ
を
売
買
し
て
い
た
為
で
す
」 

中
村
「
え
え…

…

あ
の
子
た
ち
な
ん
で
そ
ん
な…

…

大
変
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
！
」 

再
び
そ
の
場
で
土
下
座
を
す
る
中
村
。 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
全
部
私
の
せ
い
で
す…

…

」 

光
「…

…

」 

中
村
「
私
が
、
ろ
く
に
お
小
遣
い
も
あ
げ
な
か
っ
た

か
ら
。
悪
い
奴
に
そ
そ
の
か
さ
れ
て
、
密
売
な
ん

て
！

 

も
う
二
度
と
し
な
い
よ
う
、
全
身
全
霊
で
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叱
っ
て
お
き
ま
す
！
」 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
私
、
一
人
で
も
多
く
の
子
供
を
、
身
寄
り
の

な
い
環
境
か
ら
助
け
て
あ
げ
よ
う
っ
て
、
は
い
、

私
も
同
じ
境
遇
で
し
た
か
ら…

…

で
も
経
営
セ
ン

ス
な
く
て…

…

ダ
メ
で
す
よ
ね
、
器
じ
ゃ
な
い
の

に
背
伸
び
し
て…

…

」 

境
田
の
手
を
取
り
、
涙
を
浮
か
べ
る
中
村
。 

中
村
「
こ
の
子
も
、
ち
ゃ
ん
と
み
ん
な
を
指
導
し
ま

す
、
ね
、
光
！
」 

光
に
頭
を
下
げ
る
よ
う
促
す
中
村
。 

境
田
「…

…

や
め
ま
し
ょ
う
、
茶
番
」 

中
村
「
茶
番
？
」 

境
田
「
あ
な
た
は
子
供
を
使
っ
た
ブ
ロ
ー
カ
ー
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
１
８
歳
以
下
な
ら
、
補
導
で
す
み
ま
す
し
」 

中
村
、
急
に
声
色
が
豹
変
す
る
。 

中
村

「
（

岡
田
を
に
ら
み
）
こ
の
失
礼
な
方
は
？
」 

境
田
「
申
し
遅
れ
ま
し
た
。
私
、
麻
薬
取
締
特
別
捜

査
班
の
境
田
と
申
し
ま
す
」 
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中
村
「
あ
あ
、
西
村
さ
ん
ト
コ
の
」 

境
田
「
管
理
官
を
ご
存
じ
な
ん
で
す
か
？
」 

中
村
、
じ
っ
と
境
田
を
見
つ
め
る
。 

に
ら
み
合
う
二
人
。 

境
田
「
ご
安
心
を
、
子
供
達
は
お
返
し
し
ま
す
」 

中
村
「…

…
」 

境
田
「
た
だ
、
あ
な
た
に
警
告
を
」 

中
村
「
警
告
？
」 

境
田
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
、
ご
存
じ
で
す
ね
？
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
新
手
の
密
売
組
織
。
全
世
界
で
急
激
に
勢
力

が
拡
大
、
実
態
は
不
明
。
手
段
を
問
わ
な
い
や
り

方
で
、
既
存
市
場
を
吞
み
込
ん
で
る
。
こ
の
町
も
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
私
は
、
マ
ッ
チ
な
ん
て
麻
薬
で
、
人
が
傷
つ

い
て
死
ぬ
の
が
許
せ
な
い
だ
け
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
あ
な
た
は
、
た
く
さ
ん
の
子
供
を
引
き
取
り

育
て
て
い
る
。
そ
れ
は
立
派
で
す
。
私
は
子
供
達

に
危
害
が
及
ぶ
の
を
避
け
た
い
」 
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中
村
「…

…

で
？
」 

境
田
「
我
々
の
目
的
は
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン
の
逮
捕
。

利
害
が
一
致
す
る
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
」 

中
村
「…

…

ワ
ン
！
」 

突
然
、
境
田
に
向
か
っ
て
叫
ぶ
中
村
。 

中
村
「
犬
に
な
れ
っ
て
こ
と
？
（
笑
い
始
め
る

）
」 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
あ
ん
た
勘
違
い
し
て
る
」 

境
田
「
？
」 

中
村
「
今
日
、
警
告
し
に
き
た
の
は
、
私
の
方
」 

そ
の
ま
ま
席
を
立
ち
、
去
っ
て
い
く
中
村
。 

慌
て
て
跡
を
追
う
光
。
光
を
見
る
境
田
。 

 
 〇

同
・
警
察
署
・
入
口 

補
導
さ
れ
た
子
供
達
を
引
き
連
れ
て
、
堂
々
と

正
面
玄
関
か
ら
出
て
い
く
中
村
。 

そ
の
姿
を
、
二
階
か
ら
の
ぞ
い
て
い
る
境
田
。 

中
村
、
ふ
と
境
田
の
視
線
に
気
づ
き
、
真
っ
す

ぐ
目
を
合
わ
せ
る
。 

胸
に
手
を
あ
て
て
深
く
一
礼
す
る
中
村
。 
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颯
爽
と
去
っ
て
い
く
。 

 
 〇

伊
勢
丹
デ
パ
ー
ト
・
レ
ス
ト
ラ
ン
街 

着
飾
っ
た
人
々
の
怪
訝
な
顔
。 

ボ
ロ
ボ
ロ
の
服
の
子
供
達
を
引
き
連
れ
た
中
村

達
の
一
行
が
闊
歩
し
て
い
る
。 

 

〇
同
・
レ
ス
ト
ラ
ン
内 

豪
華
な
お
子
様
ラ
ン
チ
を
全
員
分
頼
み
、
大
宴

会
を
し
て
い
る
中
村
達
の
異
様
な
姿
。 

最
後
の
晩
餐
の
よ
う
に
、
左
右
に
並
ぶ
子
供
達

の
中
央
に
座
る
中
村
。 

そ
の
眼
だ
け
が
、
笑
っ
て
い
な
い
。 

中
村

「
（

横
に
座
る
光
に
）
あ
の
境
田
っ
て
女
、
や

っ
か
い
だ
よ
」 

光
「
？
」 

中
村
「
あ
い
つ
は
、
夢
を
み
て
る
」 

光
「
夢
？
」 

中
村
「
た
ま
に
い
る
の
さ
、
現
実
で
も
夢
を
見
よ
う

と
す
る
奴
が
。
そ
う
い
う
奴
は
大
抵
、
何
か
変
え
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よ
う
と
、
周
囲
を
ズ
タ
ボ
ロ
に
す
る
」 

光
「…

…

」 

中
村
「
夢
な
ん
て
、
マ
ッ
チ
で
見
り
ゃ
い
い…

…

あ

の
馬
鹿
、
ど
う
に
か
し
な
い
と
ね…

…

」 
光
「
で
も
、
警
官
だ
よ
？
」 

中
村
「…

…
光
」 

光
「
？
」 

中
村
「
母
さ
ん
と
、
家
族
の
事
、
好
き
か
い
？
」 

光

「
（

う
な
ず
く

）
」 

中
村
「
あ
ん
た
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
、
や
っ
て
欲

し
い
ん
だ
（
光
の
手
を
取
る

）
」 

光
「…

…

み
ん
な
の
為
な
ら
」 

中
村

「
（

満
面
の
笑
み
を
浮
か
べ
）
そ
う
か
い
、
光

は
本
当
に
い
い
子
だ
よ
、
有
難
う
。
有
賀
う…

…

」 

光
を
抱
き
し
め
、
涙
を
流
し
て
喜
ぶ
中
村
。 

そ
の
様
子
を
離
れ
た
所
か
ら
、
怪
訝
な
顔
で
見

つ
め
る
蒼
。 

 
 〇

５
つ
星
ホ
テ
ル
・
ス
イ
ー
ト
ル
ー
ム 

キ
ン
グ
サ
イ
ズ
の
高
級
ベ
ッ
ド
の
隅
に
腰
掛
け
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て
い
る
光
。 

別
人
の
よ
う
に
メ
イ
ク
や
髪
型
を
整
え
、
高
そ

う
な
洋
服
に
身
を
包
ん
で
い
る
。 

ふ
と
、
扉
が
開
く
。 

ス
ー
ツ
姿
の
中
年
の
男
性
（
西
村
管
理
官
）
が

部
屋
の
中
に
入
っ
て
く
る
。 

光
を
見
て
、
笑
顔
を
見
せ
る
男
。 

部
屋
の
傍
ら
、
本
棚
の
陰
に
隠
さ
れ
た
ス
マ
ホ

カ
メ
ラ
が
、
様
子
を
こ
っ
そ
り
写
し
て
い
る
。 

 
 〇

中
村
の
部
屋
・
リ
ビ
ン
グ 

ふ
か
ふ
か
の
ソ
フ
ァ
に
腰
か
け
な
が
ら
、
ス
マ

ホ
の
画
面
を
見
て
い
る
中
村
。 

中
村
「
あ
ぁ
、
あ
ぁ
（
笑
う

）
」 

画
面
の
中
の
光
と
男
を
見
て
い
る
中
村
。 

そ
の
中
村
の
様
子
を
、
後
ろ
の
扉
の
陰
か
ら
見

て
い
る
蒼
。 

 

〇
中
村
の
部
屋
・
寝
室 

子
供
達
が
雑
魚
寝
す
る
中
、
一
人
帰
っ
て
き
た
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光
が
入
っ
て
く
る
。 

そ
の
横
に
寝
て
い
る
蒼
、
目
を
開
く
。 

蒼
に
背
を
向
け
、
静
か
に
布
団
に
包
ま
る
光
。 

蒼
「…

…

大
丈
夫
か
」 

光
「…

…
何
が
？
」 

蒼
「…

…

」 

光
「
何
も
感
じ
な
い
か
ら
」 

蒼
「…

…

そ
ん
な
わ
け
な
い
！
」 

無
理
や
り
光
を
振
り
向
か
せ
る
蒼
。 

無
表
情
な
光
。
じ
っ
と
目
を
見
る
蒼
。 

蒼
「
許
せ
な
い
、
こ
ん
な
の
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
俺
が
、
あ
い
つ
を
殺
し
て
や
る
」 

光
「
や
め
て
」 

蒼
「
な
ん
で
？
」 

光
「
私
は
、
家
族
を
守
り
た
い
だ
け
」 

蒼
「…

…

こ
ん
な
の
家
族
じ
ゃ
な
い
！
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
今
す
ぐ
、
俺
と
こ
こ
を
出
よ
う
」 

光
「
弟
と
妹
達
は
？

 

お
い
て
く
の
？
」 
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蒼
「…

…

」 

光
「
そ
れ
に
、
私
た
ち
だ
け
で
ど
う
や
っ
て
？
」 

蒼
「
俺
が
な
ん
で
も
や
る
」 

光
「
無
理
」 

蒼
「
光
に
、
最
高
の
夢
を
み
せ
て
み
せ
る
」 

光
「…

…

夢
を
見
る
奴
は
、
何
か
変
え
よ
う
と
し
て
、

周
囲
を
ズ
タ
ボ
ロ
に
す
る
っ
て
」 

蒼
「…

…

」 

光
「
私
は
、
今
で
十
分
幸
せ…

…

」 

幼
い
子
供
「
お
ね
え
ち
ゃ
ん…

…
」 

一
人
、
４
歳
ぐ
ら
い
の
子
供
が
目
を
覚
ま
し
、

甘
え
て
光
の
布
団
に
入
っ
て
く
る
。 

女
の
子
を
抱
き
し
め
る
光
。 

光
の
首
筋
は
、
き
つ
く
絞
め
ら
れ
た
真
っ
赤
な

手
の
後
が
つ
い
て
い
る
。 

蒼
、
そ
の
跡
を
見
て
震
え
、
拳
を
固
く
握
り
し

め
る
。 

 

〇
歌
舞
伎
町
・
中
華
料
理
店
・
店
の
前
（
日
替
わ
り
） 

複
数
の
警
察
車
両
が
止
ま
り
、
規
制
線
が
張
ら
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れ
て
い
る
。 

店
舗
に
入
っ
て
い
く
岡
田
と
境
田
。 

 
 〇

同
・
中
華
料
理
店
・
店
内 

周
囲
に
は
複
数
の
チ
ン
ピ
ラ
の
死
体
が
転
が
っ

て
い
て
、
鑑
識
が
写
真
を
撮
っ
て
い
る
。 

床
に
散
ら
ば
る
札
束
と
血
痕
。 

壁
に
は
マ
シ
ン
ガ
ン
の
よ
う
な
も
の
で
撃
た
れ

た
銃
弾
の
跡
が
多
数
残
っ
て
い
る
。 

岡
田
「
ま
る
で
戦
場
だ
な…

…

」 

境
田
、
床
を
見
る
と
、
横
倒
し
に
な
っ
た
ス
ー

プ
の
寸
胴
の
中
に
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
ぐ
る
ぐ
る

巻
き
に
な
っ
た
マ
ッ
チ
の
束
が
大
量
に
詰
ま
っ

て
い
る
。 

傍
ら
の
警
官
が
状
況
を
説
明
す
る
。 

警
官
１

「
（

死
体
を
見
て
）
山
岡
組
の
構
成
員
で
す
。

取
引
の
現
場
を
襲
撃
さ
れ
た
模
様
」 

岡
田
「
ど
こ
の
奴
ら
が
、
そ
ん
な
バ
カ
な
事…

…

（
境
田
に
）
ど
う
見
る
？
」 

境
田
、
ス
ー
プ
に
ま
み
れ
た
マ
ッ
チ
の
束
の
上
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に
、
一
つ
だ
け
形
状
が
違
う
物
を
見
つ
け
る
。 

手
に
取
り
よ
く
見
る
境
田
。 

束
を
包
む
紙
に
「
本
当
の
夢
を
」
と
英
語
で
書

い
て
あ
る
。 

境
田
「
戦
線
布
告…

…

で
す
か
ね
？
」 

 

〇
中
村
の
家
・
中
村
の
寝
室
・
隠
し
部
屋 

十
字
架
の
金
庫
の
中
に
山
の
よ
う
な
マ
ッ
チ
。 

そ
の
束
を
子
供
達
に
渡
し
て
い
る
中
村
。 

後
方
に
光
と
蒼
も
い
る
。 

中
村
「
さ
あ
、
商
売
商
売
！
」 

蒼
「
母
さ
ん
、
大
丈
夫
な
の
？
」 

中
村
「
何
が
？
」 

蒼
「
街
じ
ゃ
噂
で
持
ち
き
り
だ
よ
。
ア
ン
デ
ル
セ
ン

っ
て
組
織
が
、
山
岡
組
を
襲
っ
た
っ
て
」 

中
村
「
だ
か
ら
、
今
が
チ
ャ
ン
ス
じ
ゃ
な
い
か
！
」 

蒼
「…

…

」 

中
村
「
山
岡
の
奴
ら
が
落
ち
込
ん
で
る
隙
に
、
ど
ん

ど
ん
稼
ぐ
の
さ
」 

蒼
「…

…

あ
の
補
導
し
て
き
警
官
は
？
」 
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中
村
「
も
う
心
配
い
ら
な
い
よ
、
あ
ん
た
た
ち
は
夢

を
売
っ
て
お
い
で
！

 

そ
し
た
ら
マ
ッ
チ
売
り
の

少
女
も
夢
に
見
る
よ
う
な
、
お
い
し
い
ご
は
ん
作

っ
て
あ
げ
る
！
」 

テ
ン
シ
ョ
ン
高
く
、
子
供
達
を
送
り
出
す
中
村
。 

 

〇
蒼
の
見
る
夢
（
マ
ッ
チ
の
幻
想
） 

タ
ワ
ー
マ
ン
シ
ョ
ン
の
豪
華
な
リ
ビ
ン
グ
。 

小
奇
麗
な
格
好
を
し
た
弟
、
妹
達
を
前
に
く
つ

ろ
ぐ
蒼
。 

ふ
と
振
り
向
く
と
、
光
が
キ
ッ
チ
ン
で
作
っ
た

料
理
を
持
っ
て
く
る
。 

笑
っ
て
光
に
抱
き
着
く
蒼
。 

光

「
（

笑
っ
て
）
痛
い
よ
、
蒼
」 

蒼
「…

…

痛
い
？
」 

光
「
そ
ん
な
強
く
抱
き
し
め
た
ら…

…

」 

蒼
「
そ
っ
か…

…

こ
れ
も
夢
か…

…

」 

 

〇
地
下
道
・
隅 

蒼
、
ふ
と
気
づ
く
と
マ
ッ
チ
を
吸
っ
た
状
態
で
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ぼ
ん
や
り
座
っ
て
い
る
。 

お
も
む
ろ
に
、
も
う
一
本
マ
ッ
チ
を
擦
ろ
う
と

す
る
蒼
。 

と
、
そ
の
手
が
は
た
か
れ
る
。 

光
が
真
後
ろ
に
立
っ
て
い
る
。 

光
、
蒼
の
前
の
マ
ッ
チ
の
燃
え
殻
を
見
る
。 

光
「
ダ
メ
だ
よ…

…
」 

蒼
「…

…

な
ん
で
？
」 

光
「
夢
か
ら
戻
れ
な
く
な
る
！

 

み
ん
な
そ
う
！
」 

蒼
「
別
に
そ
れ
で
い
い
」 

光
、
蒼
の
頬
に
ビ
ン
タ
す
る
。 

蒼
「…

…

こ
ん
な
ん
が
現
実
な
ら
、
夢
の
中
で
生
き

た
方
が
１
０
０
倍
増
し
だ
ろ
！
」 

光
「
蒼
に
は
、
ち
ゃ
ん
と
生
き
て
て
ほ
し
い
」 

蒼
「…

…

」 

光
「
ち
ゃ
ん
と
傍
に
い
て
ほ
し
い
。
現
実
に
」 

蒼
「…

…

」 

光
「
だ
か
ら
、
お
願
い
」 

蒼
「
光
は
、
夢
を
見
れ
な
い
ん
だ
ろ
？
」 

光
「…

…

」 
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蒼
「
マ
ッ
チ
が
効
か
な
い
体
な
ん
だ
ろ
？
」 

光
「…

…

だ
っ
た
ら
？
」 

蒼
「
だ
か
ら
、
そ
ん
な
事
が
言
え
る
の
さ
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
夢
の
中
で
、
光
、
痛
が
っ
て
た
」 

光
「…

…

」 

蒼
「
俺
、
な
ん
か
嬉
し
か
っ
た
」 

逃
げ
る
よ
う
に
立
ち
去
る
蒼
。 

そ
の
場
か
ら
動
け
な
い
光
。 

 

〇
警
察
署
・
会
議
室 

岡
田
に
呼
び
出
さ
れ
て
い
る
境
田
。 

境
田
「
明
後
日
で
異
動
で
す
か
？
」 

岡
田
「
あ
あ
、
別
の
署
に
行
っ
て
も
ら
う
」 

境
田
「…

…

ず
い
ぶ
ん
急
で
す
ね
」 

岡
田
「
上
の
判
断
だ
」 

境
田
「
あ
の
、
中
村
っ
て
女
で
す
か
？
」 

岡
田
「…

…

何
を
バ
カ
な
こ
と
を
」 

境
田
じ
っ
と
岡
田
を
に
ら
む
。 

岡
田
「
そ
も
そ
も
、
本
庁
か
ら
の
腰
掛
け
が
現
場
に
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い
る
必
要
は
な
い
」 

境
田
、
岡
田
の
前
に
突
然
、
書
類
を
ば
ら
ま
く
。 

そ
の
書
類
に
は
、
岡
田
と
中
村
の
密
会
写
真
や
、

何
か
を
路
上
で
受
け
渡
し
す
る
様
子
の
写
真
も
。 

岡
田
「
な
ん
だ
こ
れ
は…

…

」 

境
田
「
私
の
所
属
す
る
班
に
は
、
前
例
の
な
い
権
限

が
与
え
ら
れ
て
ま
す
。
あ
な
た
は
当
初
か
ら
マ
ー

ク
さ
れ
て
ま
し
た
」 

岡
田
「…

…

ど
う
い
う
こ
と
だ
？
」 

境
田
「
マ
ッ
チ
撲
滅
の
為
に
、
警
察
内
部
の
汚
職
も

正
す
必
要
が
」 

岡
田
「
ふ
ざ
け
る
な
！

 

俺
は
捜
査
の
た
め
に
！
」 

境
田
、
突
然
目
の
前
の
椅
子
を
蹴
り
上
げ
る
。

宙
を
舞
う
椅
子
が
壁
に
激
突
。
黙
る
岡
田
。 

境
田
「
あ
な
た
に
残
さ
れ
た
選
択
肢
は
、
こ
の
ま
ま

汚
職
警
官
と
し
て
逮
捕
さ
れ
る
か
、
捜
査
に
協
力

し
て
酌
量
の
余
地
を
得
る
か
の
二
つ
」 

岡
田
「…

…

」 

境
田
「
考
え
る
必
要
あ
り
ま
す
？
」 

境
田
に
に
ら
ま
れ
る
岡
田
の
額
に
汗
が
に
じ
む
。 
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 〇

中
村
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

食
事
が
以
前
に
比
べ
て
豪
華
に
な
っ
て
い
る
。

丸
焼
き
の
チ
キ
ン
を
食
べ
て
い
る
子
供
達
。 

と
、
突
然
室
内
に
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
グ
が
流
れ

始
め
る
。 

隣
の
部
屋
の
奥
か
ら
、
サ
ン
タ
の
恰
好
を
し
た

中
村
が
大
き
な
白
い
袋
を
も
っ
て
出
て
く
る
。 

中
村
「
メ
リ
ー
ク
リ
ス
マ
ス
！
」 

あ
っ
け
に
と
ら
れ
る
子
供
達
と
光
と
蒼
。 

中
村
「
皆
さ
ん
、
今
日
は
何
の
日
か
知
っ
て
ま
す

か
？ 

そ
う
、
神
様
の
誕
生
を
お
祝
い
す
る
日
！
」 

白
い
袋
を
開
け
て
、
中
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
箱

を
複
数
取
り
出
す
中
村
。 

子
供
達
に
配
り
始
め
る
。 

目
を
輝
か
せ
て
受
け
取
る
子
供
達
。 

光
と
蒼
に
は
ひ
と
き
わ
綺
麗
な
箱
が
渡
さ
れ
る
。 

中
村
「
み
ん
な
の
、
稼
ぎ
の
お
か
げ
さ
！
」 

競
う
よ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
開
け
る
子
供
達
。
素

敵
な
お
も
ち
ゃ
に
興
奮
の
声
を
上
げ
る
。 
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光
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
開
け
る
と
、
中
に
は
四
つ

葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
模
し
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
が
。 

中
村
「
高
級
品
だ
か
ら
ね
！
」 

手
に
取
り
、
光
の
首
に
着
け
る
中
村
。 

中
村
「
娘
が
大
き
く
な
っ
た
ら
、
あ
げ
よ
う
と
思
っ

て
た
ん
だ
。
あ
ん
た
の
お
か
げ
で
夢
が…

…

」 

光
「…

…

」 

じ
っ
と
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
触
る
光
。 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
！ 

突
然
、
入
口
の
扉
を
叩
く
音
が
響
く
。 

緊
張
感
が
走
る
室
内
。 

ド
ン
ド
ン
ド
ン
！
。 

再
び
扉
を
叩
く
音
。 

監
視
モ
ニ
タ
ー
の
映
像
を
見
る
中
村
、
そ
こ
に

は
境
田
が
一
人
立
っ
て
い
る
。 

中
村
「…

…

」 

 
 〇

中
村
の
家
・
リ
ビ
ン
グ 

幼
い
子
供
達
は
奥
の
部
屋
に
隠
れ
て
い
る
。 

リ
ビ
ン
グ
に
向
か
い
合
っ
て
座
る
境
田
と
中
村
。 



 39 

そ
の
横
に
は
光
と
蒼
も
立
っ
て
い
る
。 

中
村
「
ど
う
し
て
こ
こ
が
？
」 

境
田
「
食
べ
て
も
？
」 

中
村

「
（

う
な
ず
く

）
」 

境
田

「
（

一
口
チ
キ
ン
を
た
べ
て
）
お
い
し
い
」 

無
言
で
顔
を
見
合
わ
せ
る
光
と
蒼
。 

境
田
「
端
的
に
い
う
と
、
こ
こ
は
危
険
で
す
」 

中
村
「
？
」 

境
田
「
あ
な
た
と
警
部
が
つ
な
が
っ
て
る
こ
と
は
明

る
み
に
。
そ
の
上
の
人
間
と
あ
な
た
が
ど
う
い
う

関
係
か
も
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
我
々
は
内
部
の
汚
職
を
一
層
す
る
た
め
に
、

全
証
拠
を
そ
ろ
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た
の
証
言
が

あ
れ
ば
、
よ
り
事
が
ス
ム
ー
ズ
に
」 

中
村
「
だ
か
ら
、
私
は
犬
に
な
ん
か…

…

」 

境
田
「
捜
査
の
過
程
で
、
警
部
が
あ
な
た
を
裏
切
り
、

ア
ン
デ
ル
セ
ン
側
に
あ
な
た
の
情
報
を
全
て
リ
ー

ク
し
た
よ
う
で
す
」 

中
村
「
ど
う
し
て
、
そ
ん
な
」 
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境
田
「
自
分
が
し
た
こ
と
を
隠
蔽
す
る
為
で
し
ょ
う
。

あ
な
た
を
消
し
て
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
ア
ン
デ
ル
セ
ン
側
は
こ
の
エ
リ
ア
を
支
配
す

る
為
に
、
手
段
を
選
び
ま
せ
ん
。
警
察
も
所
轄
の

レ
ベ
ル
で
は
残
念
で
す
が
手
に
負
え
な
い
」 

中
村
「…

…

」 

境
田
「
あ
な
た
と
子
供
達
に
危
険
が
迫
っ
て
ま
す
。

今
す
ぐ
警
察
へ
保
護
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。
そ

う
す
れ
ば
身
の
安
全
を
保
証
し
ま
す
」 

中
村
「
証
言
と
引
き
換
え
に
？
」 

境
田
「
え
え
」 

中
村
「…

…

私
に
は
ね
、
子
供
が
二
人
い
た
ん
だ
。

娘
と
息
子
。
二
人
と
も
組
織
に
殺
さ
れ
た
」 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
そ
の
時
も
、
警
察
が
来
て
言
っ
た
の
さ
。
私

が
証
言
す
れ
ば
、
守
っ
て
や
る
っ
て
、
だ
か
ら
家

族
を
守
る
た
め
に
、
私
は
証
言
し
た
よ
」 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
突
然
、
電
話
が
か
か
っ
て
き
た
ん
だ
。
駅
か
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ら
ね
。
子
供
が
電
車
に
轢
か
れ
た
っ
て
。
そ
ん
な

路
線
、
乗
る
わ
け
な
い
の
に
。
二
人
仲
良
く
並
ん

で
ホ
ー
ム
か
ら
飛
び
降
り
た
っ
て
、
そ
れ
が
す
べ

て
。
警
察
は
そ
れ
以
上
何
も
し
な
か
っ
た
」 

境
田
「…

…

」 

中
村
「
帰
っ
て
頂
戴
」 

じ
っ
と
に
ら
み
合
う
二
人
。 

境
田
「…

…

そ
れ
で
は
、
あ
な
た
を
公
務
執
行
妨
害

で
逮
捕
し
ま
す
」 

境
田
、
立
ち
上
が
る
と
同
時
に
、
表
に
隠
れ
て

い
た
警
官
数
名
が
室
内
に
な
だ
れ
込
む
。 

驚
く
中
村
と
子
供
達
。 

中
村
「
ふ
ざ
け
ん
じ
ゃ
な
い
よ…

…

」 

境
田
、
胸
元
か
ら
捜
査
令
状
を
出
す
。 

境
田
「
マ
ッ
チ
密
売
容
疑
の
捜
索
令
状
で
す
」 

一
斉
に
室
内
を
ひ
っ
く
り
返
す
警
官
た
ち
。 

中
村
、
境
田
を
に
ら
み
、 

中
村
「
あ
ん
た
、
こ
ん
な
事
し
て
タ
ダ
で
済
む
と…

…

」 と
、
入
口
に
目
を
や
る
。 
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黒
ず
く
め
の
男
が
一
人
立
っ
て
い
る
の
が
見
え

る
。 

中
村
「
！
」 

男
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
取
り
出
し
、
銃
口
を
中
村

に
向
け
る
。 

瞬
間
、
光
が
中
村
に
体
当
た
り
し
て
倒
れ
込
む
。 

振
り
返
い
て
気
づ
い
た
境
田
も
、
身
を
伏
せ
る
。 

瞬
間
、
火
花
を
吹
く
銃
口
。 

一
気
に
数
十
発
の
弾
丸
が
撃
ち
込
ま
れ
る
。 

入
口
の
方
に
立
つ
警
官
数
名
が
銃
弾
を
も
ろ
に

受
け
吹
き
飛
ぶ
。
泣
き
叫
ぶ
子
供
達
。 

身
を
挺
し
て
幼
い
子
供
を
か
ば
う
蒼
。 

境
田
、
銃
を
取
り
出
し
、
黒
づ
く
め
の
男
に
応

戦
。 

負
傷
し
た
警
官
数
名
も
同
じ
よ
う
に
応
戦
す
る
。

が
、
マ
シ
ン
ガ
ン
を
手
に
冷
静
に
一
人
ず
つ
打

ち
抜
い
て
い
く
黒
づ
く
め
の
男
。 

 
 

子
供
達
を
家
の
奥
に
誘
導
し
、
隠
す
蒼
。 

 
 

光
の
傍
ら
、
中
村
は
腹
を
撃
た
れ
て
い
る
。 

光
「
！
」 
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中
村
「
ち
く
し
ょ
う
、
痛
い
っ
！
」 

中
村
の
腹
の
出
血
を
必
死
に
押
さ
え
る
光
。 

境
田
は
負
傷
し
た
中
村
と
光
を
連
れ
、
応
戦
し

な
が
ら
家
の
奥
に
逃
げ
て
い
く
。 

逃
げ
な
が
ら
無
線
で
話
す
境
田
。 

境
田
「
大
至
急
応
援
を
！

 

銃
撃
を
受
け
て
る
！
」 

無
線
の
声
「
重
装
備
の
機
動
隊
は
、
１
０
分
は
か
か

り
ま
す
！
」 

境
田
「
１
０
分…

…

」 

負
傷
し
な
が
ら
も
、
必
死
に
応
戦
す
る
生
き
残

っ
た
警
官
達
。
だ
が
圧
倒
的
な
差
で
、
一
人
、

ま
た
一
人
と
撃
た
れ
て
い
く
。 

つ
い
に
静
か
に
な
る
室
内
。 

マ
シ
ン
ガ
ン
を
構
え
、
部
屋
の
奥
に
侵
入
し
て

く
る
黒
づ
く
め
の
男
。 

 

〇
同
・
十
字
架
奥
の
隠
し
部
屋 

大
量
の
金
と
マ
ッ
チ
が
積
ま
れ
た
隠
し
部
屋
に

息
を
潜
め
て
隠
れ
る
光
、
蒼
、
中
村
と
子
供
達
。 

境
田
一
人
が
銃
を
構
え
て
扉
の
隙
間
か
ら
室
内
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を
見
て
い
る
。 

蒼
、
傍
ら
に
山
の
よ
う
に
積
ま
れ
た
マ
ッ
チ
の

束
を
見
て
、
光
の
耳
元
で
何
か
を
話
す
。 

光
、
蒼
を
見
て
う
な
ず
く
。 

 

〇
同
・
リ
ビ
ン
グ 

黒
づ
く
め
の
男
が
ベ
ッ
ド
や
棚
を
ひ
っ
く
り
返

し
、
誰
か
い
な
い
か
確
か
め
る
。 

床
の
血
痕
が
、
十
字
架
の
下
の
壁
面
に
ま
で
続

い
て
い
る
の
を
見
つ
け
る
。 

黒
づ
く
め
の
男
、
マ
シ
ン
ガ
ン
に
弾
を
装
填
し
、

十
字
架
の
あ
る
壁
に
向
か
っ
て
銃
を
乱
射
。 

数
百
発
近
く
を
撃
ち
こ
み
、
隠
し
扉
も
崩
壊
。 

も
う
も
う
と
立
ち
込
め
る
噴
煙
。 

黒
づ
く
め
の
男
、
ボ
ロ
ボ
ロ
の
壁
ご
と
扉
を
蹴

り
上
げ
る
と
、
隠
し
部
屋
の
中
が
露
わ
に
な
る
。 

 

〇
同
・
隠
し
部
屋 

中
に
入
っ
て
く
る
男
。 

だ
が
、
そ
こ
に
は
誰
も
い
な
い
。 
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男
、
床
に
散
ら
ば
る
紙
幣
を
足
で
踏
み
な
ら
す

と
、
丸
く
穴
の
空
い
た
地
下
へ
と
続
く
通
路
を

見
つ
け
る
。 

 

〇
同
・
地
下
通
路
内 

子
供
達
が
必
死
に
小
さ
な
ト
ン
ネ
ル
を
走
っ
て

逃
げ
て
い
る
。
子
供
達
に
肩
を
借
り
、
這
う
よ

う
に
逃
げ
て
い
る
中
村
。 

 

〇
同
・
隠
し
部
屋 

地
下
通
路
を
覗
き
込
み
、
中
に
入
ろ
う
と
し
て

い
る
黒
づ
く
め
の
男
。
と
、
隠
し
部
屋
の
隅
に

隠
れ
て
い
た
境
田
が
、
男
を
銃
で
撃
つ
。
数
発

の
弾
が
命
中
。
だ
が
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
の
繊
維
に

は
じ
か
れ
る
。
黒
づ
く
め
の
男
、
マ
シ
ン
ガ
ン

を
境
田
に
向
け
る
。 

境
田
、
す
ん
で
の
所
で
体
当
た
り
し
、
銃
口
を

掴
ん
で
そ
ら
す
。
手
の
ひ
ら
が
熱
で
焼
け
る
音
。 

つ
い
に
膝
を
至
近
距
離
で
撃
ち
抜
か
れ
る
境
田
。 

絶
叫
。 
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次
の
瞬
間
、
男
に
と
び
か
か
る
蒼
。 

光
も
と
び
か
か
る
。 

蒼
「
い
ま
だ
！
」 

大
き
く
息
を
吸
い
、
呼
吸
を
止
め
る
蒼
。 

光
、
手
の
平
で
燃
や
し
た
マ
ッ
チ
の
束
を
、
素

手
で
男
の
顔
面
に
殴
る
よ
う
に
ぶ
つ
け
る
。 

マ
ッ
チ
の
煙
が
男
の
顔
面
を
覆
う
。 

銃
を
持
つ
手
が
ぶ
ら
り
と
垂
れ
下
が
る
男
。 

境
田
、
防
弾
チ
ョ
ッ
キ
に
で
き
た
銃
創
に
直
接

銃
を
突
っ
込
み
銃
弾
を
放
つ
。 

そ
の
ま
ま
、
そ
の
場
に
倒
れ
る
男
。 

激
し
い
息
を
つ
き
、
膝
を
つ
く
蒼
、
光
、
境
田
。 

蒼
「
や
っ
た
な
」 

光
、
う
な
ず
く
。 

と
、
リ
ビ
ン
グ
か
ら
物
音
。 

光
と
蒼
が
の
ぞ
く
と
、
今
倒
し
た
ば
か
り
の
黒

づ
く
め
の
男
と
同
じ
重
装
備
の
男
３
名
が
室
内

を
探
索
し
て
い
る
。 

絶
望
的
な
顔
に
な
る
蒼
と
光
。 

蒼
「…

…

」 
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突
然
、
光
の
頬
に
口
づ
け
す
る
蒼
。 

光
「…

…

」 

蒼
、
光
に
笑
い
か
け
、 

蒼
「
向
こ
う
に
タ
ワ
マ
ン
み
え
る
だ
ろ
？
」 

光
「
何
い
っ
て…

…

」 

蒼
「
い
つ
か
必
ず
連
れ
て
く
よ
」 

 
 

蒼
、
一
本
マ
ッ
チ
を
取
り
出
し
、
自
分
の
目
の

前
で
火
を
つ
け
る
。 

 
 

そ
の
煙
を
吸
引
す
る
蒼
。 

 
 

と
、
重
装
備
の
男
た
ち
の
向
こ
う
に
、
高
級
マ

ン
シ
ョ
ン
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
が
見
え
る
。 

 
 

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
の
中
で
は
、
笑
顔
の
光
が
手
を

振
っ
て
い
る
。 

次
の
瞬
間
、
重
装
備
の
男
達
の
方
に
飛
び
出
し

て
い
く
蒼
。 

お
と
り
に
な
ろ
う
と
し
た
の
だ
。 

光
「
蒼
！
」 

蒼
を
狙
い
、
マ
シ
ン
ガ
ン
が
火
を
噴
く
。 

蒼
、
夢
の
中
で
は
、
光
に
向
か
っ
て
、
笑
顔
で

走
っ
て
い
く
。 



 48 

顔
を
か
す
め
る
銃
弾
。 

切
り
裂
か
れ
る
頬
。 

笑
顔
の
ま
ま
進
み
続
け
る
蒼
。 

光
「
蒼
！
」 

境
田
、
叫
ぶ
光
を
無
理
や
り
地
下
道
に
引
っ
張

っ
て
い
く
。 

光
「
や
め
て
！
」 

地
下
道
の
中
に
逃
げ
込
ん
で
い
く
境
田
と
光
。 

境
田
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
ラ
イ
タ
ー
を
取
り
出
し
、

火
を
つ
け
た
ま
ま
隠
し
部
屋
の
中
に
投
げ
込
む
。 

と
、
大
量
の
マ
ッ
チ
の
束
に
引
火
。
瞬
く
ま
ま

に
隠
し
部
屋
が
炎
に
包
ま
れ
て
い
く
。 

光
「
蒼
！

 

蒼
！
」 

燃
え
盛
る
炎
に
叫
ぶ
光
。 

 

〇
同
・
地
下
道 

倒
れ
込
ん
で
い
る
中
村
。
周
り
を
子
供
達
が
取

り
囲
む
。
中
村
の
腹
部
に
は
ど
す
黒
い
血
。 

息
も
絶
え
絶
え
に
な
っ
て
い
る
。 

傍
ら
に
い
る
光
。 
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中
村
「
お
願
い
、
誰
か
マ
ッ
チ
を
」 

光
「…

…

」 

中
村
「
マ
ッ
チ
を…

…

」 

光
、
子
供
達
の
一
人
が
差
し
出
す
マ
ッ
チ
に
火

を
つ
け
、
中
村
に
嗅
が
せ
る
。 

そ
の
顔
が
パ
ッ
と
明
る
く
な
る
。 

中
村
「
な
ん
だ
、
そ
こ
に
い
た
の
か
い
」 

光
「…

…

」 

中
村
「
ほ
ら
、
き
っ
と
似
合
う
よ…

…

」 

ネ
ッ
ク
レ
ス
を
つ
け
る
仕
草
を
見
せ
る
中
村
。 

中
村
を
見
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
奥
か
ら
プ
レ
ゼ
ン

ト
で
も
ら
っ
た
ネ
ッ
ク
レ
ス
を
取
り
出
す
光
。 

中
村
「
こ
れ
は
、
私
が
母
さ
ん
か
ら
も
ら
っ
た
形
見

な
ん
だ
。
こ
れ
を
娘
に
、
い
つ
か…

…

」 

そ
の
ま
ま
呼
吸
を
止
め
る
中
村
。 

じ
っ
と
中
村
を
見
つ
め
る
光
。 

そ
ん
な
光
を
見
る
境
田
。 

警
官
や
救
急
隊
が
到
着
し
て
、
次
第
に
周
囲
を

取
り
囲
ん
で
い
く
。 

光
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
残
っ
て
い
た
マ
ッ
チ
の
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束
を
取
り
だ
し
、
そ
の
ま
ま
握
り
つ
ぶ
す
。 

地
面
に
残
骸
を
叩
き
つ
け
、
何
度
も
殴
る
。 

拳
か
ら
溢
れ
出
す
血
も
意
に
介
さ
ず
、
マ
ッ
チ

を
何
度
も
叩
き
続
け
る
。 

 

○
テ
ロ
ッ
プ
「
２
０
３
５
年

 

東
京
」 

 

〇
歌
舞
伎
町
路
上 

マ
ッ
チ
を
売
る
幼
い
少
女
が
雪
の
中
を
歩
く
。 

少
女
「
マ
ッ
チ
、
い
り
ま
せ
ん
か
？

 

マ
ッ
チ
い
り

ま
せ
ん
か
？
」 

と
、
傍
ら
の
浮
浪
者
が
少
女
を
襲
い
、
マ
ッ
チ

を
奪
お
う
と
す
る
。 

少
女
「
キ
ャ
！
」 

瞬
間
、
光
（
２
３
）
が
現
れ
、
浮
浪
者
の
胸
倉

を
つ
か
み
投
げ
飛
ば
す
。 

慌
て
て
逃
げ
て
い
く
浮
浪
者
。 

倒
れ
て
い
る
少
女
を
助
け
起
こ
す
光
。 

光
「
マ
ッ
チ
、
全
部
頂
戴
」 

万
札
を
手
に
、
喜
ん
で
走
り
去
る
少
女
。 
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光
、
マ
ッ
チ
の
束
を
手
の
ひ
ら
に
乗
せ
、
火
を

つ
け
る
。
手
の
ひ
ら
で
ア
ッ
と
い
う
間
に
炎
に

包
ま
れ
る
マ
ッ
チ
。 

別
の
浮
浪
者
「…

…

熱
く
な
い
の
か
い
？
」 

手
の
ひ
ら
で
燃
え
る
マ
ッ
チ
の
残
り
香
に
群
が

ろ
う
と
す
る
浮
浪
者
た
ち
を
後
目
に
、
手
の
ひ

ら
で
マ
ッ
チ
を
握
り
つ
ぶ
す
光
。 

そ
の
ま
ま
雪
の
降
る
道
を
歩
い
て
い
く
。 

 

〇
移
動
指
揮
車
・
車
内 

 
 

 

複
数
の
モ
ニ
タ
ー
に
多
数
の
機
動
隊
員
が
ス

タ
ン
バ
イ
す
る
様
子
が
映
っ
て
い
る
。 

上
空
の
ド
ロ
ー
ン
監
視
映
像
も
映
る
。 

モ
ニ
タ
ー
を
見
て
指
揮
し
て
い
る
の
は
境
田
。

杖
を
つ
き
な
が
ら
仁
王
立
ち
し
て
い
る
。 

無
線
の
声
「
境
田
管
理
官
、
ス
タ
ン
バ
イ
完
了
し
ま

し
た
」 

境
田
「
了
解
」 

警
視
総
監
の
声
「
境
田
君
、
こ
れ
だ
け
税
金
を
投
下

し
た
ん
だ
。
空
振
り
で
は
す
ま
な
い
よ
」 
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境
田
「…

…

」 

 

〇
歌
舞
伎
町
・
ク
ラ
ブ
・
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム 

 
 

開
店
前
の
ク
ラ
ブ
。 

客
は
お
ら
ず
、
静
ま
り
返
っ
て
い
る
。 

光
が
一
人
、
Ｖ
Ｉ
Ｐ
ル
ー
ム
内
に
入
っ
て
い
く
。 

山
岡
組
の
若
手
の
面
々
が
光
に
頭
を
下
げ
る
。 

 
 

光
の
前
に
差
し
出
さ
れ
る
ア
タ
ッ
シ
ュ
ケ
ー
ス
。

中
を
開
く
と
金
塊
の
山
。 

警
視
総
監
の
声
「
取
引
は
、
本
当
に
行
わ
れ
る
ん
だ

ろ
う
ね
？
」 

境
田
の
声
「
は
い
、
も
っ
と
も
優
秀
な
潜
入
捜
査
官

か
ら
の
、
情
報
で
す
か
ら
」 

金
塊
を
じ
っ
と
見
つ
め
る
光
。 

 

〇
同
・
ク
ラ
ブ
入
口 

 
 

バ
ン
！

 

と
ク
ラ
ブ
の
入
り
口
が
開
き
、
１
０

数
名
の
黒
づ
く
め
の
男
た
ち
が
颯
爽
と
入
っ
て

く
る
。 

中
央
に
、
ラ
フ
な
格
好
の
ひ
と
き
わ
若
い
男
。 
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頬
に
は
銃
創
の
よ
う
な
大
き
な
傷
。 

そ
れ
は
成
長
し
た
蒼
（
２
５

）
。 

光
の
耳
の
中
に
埋
め
込
ま
れ
た
通
信
機
か
ら
、 

境
田
の
声
が
流
れ
る
。 

境
田
「
頼
ん
だ
わ
よ
、
光
」 

入
っ
て
き
た
男
達
の
方
に
向
か
っ
て
い
く
光
。 
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